
名　　　称 年　　代 数　量 所   蔵

1 石包丁 弥生時代 １ 岸和田市教育委員会

2 箱膳 近世～近代 １ 岸和田市教育委員会

3 枡 近代 1 岸和田市教育委員会

4 早稲方内改帳 寛政６（1796）年 １ 岸和田市教育委員会

5 水車図 近世 １ 岸和田市教育委員会

6 農業教科書 明治37（1904）年 1 岸和田市教育委員会

7 唐箕 近世～近代 1 岸和田市教育委員会

8 備中鍬 近世～近代 1 岸和田市教育委員会

9 千歯扱き 近代 １ 高石市教育委員会

10 年貢免割帳
①享和２（1802）年
②享和３（1803）年

1 岸和田市教育委員会

11 田畑等級分布図 近世 １ 岸和田市教育委員会

12 御定免ニ付被成下米割帳 寛政７（1795）年 1 岸和田市教育委員会

13 御年貢請勘定帳
①嘉永６（1853）年
②安政元（1854）年

１ 岸和田市教育委員会

14 乍恐口上 文政６（1823）年 1 岸和田市教育委員会

15 乍恐御願奉申上候 文政６（1823）年 1 岸和田市教育委員会

16 井ノ尻水論絵図 文政６（1823）年 1 岸和田市教育委員会

17 荒井関絵図 嘉永７（1854）年 1 岸和田市教育委員会

18 開発新田請役免除之事 安永２（1773）年 1 岸和田市教育委員会

19 覚 安永２（1773）年 1 岸和田市教育委員会

20
御定免御請申上候村方へ被成下米
弐千石之内割帳

安永６（1777）年 1 岸和田市教育委員会

21 飢飯米御願帳 宝暦７（1757）年 1 岸和田市教育委員会

　令和６年夏ごろから高騰し始めた米の価格は大きな社会問題となり、私たちの日常に米がなくてはならないものだと改めて気づかせ

ることとなりました。私たちの生活に大きく影響を与える米は、歴史的にどんな存在だったのでしょうか。本企画展では、江戸時代に

おける米の社会的な役割を紹介することで、皆様に米と人びとの関わりに関心を寄せていただきたいと思います。

                                                                                   会期：2026年５月14日～2026年８月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  会場：岸和田城天守閣２階展示室

岸和田城企画展 おいしいだけじゃない！近世お米と人びと展


